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					屋根塗装は塗装業者によってサービスが異なります。
助成金をアドバイスしてもらえたり、オリジナルカラーや耐久性の良い塗料など特殊な塗料を提供してくれたりさまざまです。
根本的に費用が異なるため相場を知るためには競合をかけることが重要です。
材料費や人件費に加えて管理費や出張費用など細かい明細で差が出てしまいます。
また、昔ながらの職人技での塗装技術を提供してもらえるので、こだわる顧客にも最適な業者もいるのです。
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					屋根塗装を検討中の方必見！相場費用・利用可能な助成金・塗料の種類などを紹介

					屋根塗装の塗装業者は世の中に様々存在しており、サービスが異なるため、顧客の理想とするデザインや費用が変わってきます。
相場といっても一概には言えないので、業者を数社当たって競合で見積もりをすることが重要です。
屋根塗装業者はいろいろな個性を持っているので考慮することがポイントです。
リフォームや環境にいい塗料を使うことで自治体からの助成金を受けることが出来たり、耐久性や撥水性など付加価値のある塗料やオリジナルカラーを持っていたりします。


					

					屋根塗装の相場価格はどのくらい？割引を受けることは可能？

					屋根塗装をしようと考えている方が多くいると思われます。
屋根は雨風にさらされて劣化しやすい箇所なので、定期的なメンテナンスが必要です。
何もしないで放置してしまうと、家の寿命を短くすることになるので気をつけてください。
屋根塗装にかかる費用相場は、一般的な住宅で40万円から100万円くらいになります。
塗装する面積や使用する塗料によって金額が変わってきます。
費用を安く抑えたいのであれば、助成金を活用してみるべきです。
一般的なリフォームに該当する場合は市町村の助成金を利用することになります。
東京23区などで利用できる助成金は遮熱塗装で省エネリフォームに該当する場合です。
東京23区では環境に配慮した家にすることを推進しているため、遮熱塗装であれば安く行うことができます。
ただ、安く抑えることに固執するべきではないです。
業者選びも安いだけで決めてしまう方がいますが、それだけで決めてしまうと後悔することになります。


					

					屋根塗装で助成金や補助金が受け取れるケースとは？

					屋根塗装は一般的に100～150万円にのぼるので、費用負担は抑えたいところです。
このようなニーズに対応して地方自治体によっては助成金や補助金による助成が実施されていることがあります。
必ずしもお住まいの地元で実施されているとは限りませんが、ホームページで確認して受給用件を充足していないか確認するのは必須です。
屋根塗装での助成金などの交付の流れを確認しておくと、工事に先立って申請を済ませておくことが前提になります。
施工後に申請しても受理されないので注意してください。
どの業者でもいいというわけではなく、申請する地域で営業所がある施工業者に限定されます。
申請する側の要件では税金滞納などをしていないことも必要です。
助成されるのは工事代金総額の5％となります。
申請書を自治体ホームページからダウンロードし、施工業者からの見積もりを添付して提出。
助成決定後、実績報告書と業者の請求書を改めて提出し2-3週間ほど経過すると支給されるという流れになります。


					

					そもそもなぜ屋根塗装が必要なのか？

					屋根は建物の中でも最も上の部分で、紫外線や雨の影響を強く受けます。
それゆえに、塗装をしても防水や遮熱断熱、防汚といった機能が落ちてしまいます。
だいたい屋根塗装の持ちは7～13年くらいだと言われており、それ以上になると塗料の効能がなくなってしまうのです。
塗膜が劣化して屋根を保護できなくなると、断熱効果もなくなり家の中は夏場など暑くて大変です。
防水機能も切れて、雨を弾かなくなって雨漏りする可能性も出てきます。
さらに防汚機能も落ちるので、屋根に付着した埃や汚れが落ちにくくなります。
綺麗に塗った屋根もどんどん汚れ、そして建物も劣化が進むのです。
また屋根塗装をすることは、外観を美しく見せるためでもあります。
屋根は建物の上部なので遠くからも目立ちます。
屋根が汚れていると建物が古く見えるでしょう。
今や屋根塗料はカラーも豊富です。
お気に入りの色に塗り替えることで、気分もリフレッシュできます。
愛着のある家を長持ちさせて、いつまでも快適に暮らすために屋根塗装は重要です。


					

					屋根塗装を行う前に屋根の診断をすべき？

					屋根塗装を行う前には、屋根の状態を調査して診断結果を参考にするべきではないでしょうか。
理由は簡単で、屋根の状態に合わせて過不足なく屋根塗装ができる可能性が大幅にアップするからです。
状態に対して塗料の選択が間違ってしまうと、十分な保護効果が得られなかったり、次の塗り替えまで持たなくなる恐れがあります。
逆に、状態が良好なのに過剰に性能の良い塗料を選択すれば、今度はコストの無駄になってしまいます。
つまり性能とコストのバランスを考えて塗料を選ぶ為には、屋根塗装の前に診断を行うことが不可欠というわけです。
調査では塗装以外に劣化している部分も分かりますし、劣化具合や早急な処置が必要かどうかも判断できるようになります。
屋根塗装はただ塗り替えれば良いというものではなく、周辺の設備を含めて状態を確認したり、必要に応じて工事することが重要なので、後々余分なコストを支払わない為にもまずは診断が先決ではないでしょうか。







屋根塗装作業の前に周辺のものを片付けておく



屋根塗装作業の前には何をすべきか、それについて1つ1つ確認して済ませることが大事ではないでしょうか。
屋根塗装では必然的に塗料が飛び散りますから、養生が必須なのは言うまでもないです。
しかしそれ以上に周辺にあるものを片付けておくことも、基本中の基本であって真っ先に済ませる必要があります。
自転車や植木鉢、プランターなどは移動の邪魔にもなるので、必ず屋内に移動しておくことが重要です。
片付けを忘れ置きっぱなしで塗料が付着してしまっても文句はいえませんから、屋根塗装の前にこれらを片付けるのは必須です。
屋根塗装は上に上がって行う作業が大半ですが、作業に必要なものは地面に置くので、ある程度のスペースの確保が大事です。
足場を組み立てるスペースも不可欠ですから、快適に作業できるように、スペースを確保するつもりで自転車などを片付けたいものです。
足元に余裕が生まれれば養生も足場もスムーズに作業が進められますし、飛び散った塗料が付着するトラブルも避けられるのではないでしょうか。









屋根の素材によって屋根塗装の方法が異なる



屋根塗装を行うことは住宅の寿命に直結してしまうので、劣化が目立つ前のタイミングで施工することは必要です。
屋根塗装を行うには屋根の素材によって塗装法は変わります。
スレート瓦の場合ではひび割れの補修や鉄部の錆止めを行った後に、タスペーターを用いて塗装作業を行う方法です。
トタンやガルバリウム鋼板などの金属屋根では、最初に塗膜除去作業を必要とし、古い塗料で浮きが出るような箇所は細かく手作業で削り取ります。
この作業を終えてから洗浄後に下塗り材から中塗り、本塗りをする方法で耐久性を高めることができます。
セメント瓦の屋根材の場合は、洗浄後にクラックの点検は欠かせず、破損個所の修復などを行い下地を整えてから下塗りから本塗りをする方法で対応することが一般的です。
このように屋根材の違いによって作業工程は変わりますが、スレート屋根で平らな素材の屋根材であればカビや苔が生える確率が高くなってしまうので、汚れの除去や破損部のパテの利用など下地調整を徹底している塗装会社を選ぶことは重要な屋根材です。









屋根塗装を行う際にはご近所へ挨拶をしておこう



屋根塗装が決まり工事をすることになったら、必ず忘れずにご近所へ挨拶することが重要となるのではないでしょうか。
屋根塗装は塗料を塗る作業を伴う工事なので、作業中の音だけでなくニオイも発生します。
つまり少なからずご近所に迷惑を掛けることになりますから、事前に工事の予定を伝えて迷惑ついて言及することが大事です。
挨拶の際には粗品を持参することも忘れないのが重要で、何の為に足を運び挨拶をするのか考えて行動したいものです。
屋根塗装は一般的に足場の組み立てに始まり、洗浄や養生といった作業を経てようやく塗り替えとなります。
また塗料は乾くのに日数を要しますから、1日2日で終わるほど単純ではなく、季節によっては雨や湿気の影響で長引くこともあります。
思ったより長くご近所に迷惑を掛けることもあり得るので、その点についても挨拶の際に伝えておくことが大切です。
ちなみに粗品はあくまでも挨拶の品ですから、予算1000円以内で受け取る人の邪魔にならないものを選ぶのが良いのではないでしょうか。









優良な屋根塗装業者かどうかを見極めるポイント



屋根塗装を行いたいけれど、どの業者を選べばいいのか悩んでいるという方も多いのではないでしょうか。
そんな方は、まず初めに評判の良い優良な屋根塗装業者であるかをチェックしてみることをおすすめします。
優良な屋根塗装業者の場合、価格が明確で実績や施工事例に優れているという点が挙げられます。
事前に見積もりを依頼してみた時に分かりやすく明瞭な見積書になっているかを確認してみるのはもちろんのこと、これまでの施工実績などもホームページなどで見極めてみるといいでしょう。
また、スタッフの接客態度をチェックすることも欠かせません。
丁寧な施工を行ってくれるだけでなく、気軽に相談できるスタッフであれば気持ち良く依頼することができます。
屋根塗装業者によっては、施工後にアフターメンテナンスサービスを用意しているところもあります。
万が一のトラブルに備えて、施工後も安心して相談できる業者であることも優良な業者であるかを見極めるポイントです。









屋根塗装と同時に外壁塗装を行うメリット



住宅の外観を綺麗にするために屋根塗装を依頼するのなら、外壁塗装も同時に依頼することをおすすめします。
外壁と屋根の塗装を同時に依頼しておかないと、片方だけ経年劣化によって塗料が剥がれて外観の美しさが損なわれることもあるためです。
セットで塗装を済ませておくことで、経年劣化を気にせずに住宅の美しさを保てます。
屋根と外壁の塗装を2回に分けて済ませようとすると、足場を組み立てる作業を2回行う必要があるのも2か所の塗装を依頼した方が良い理由です。
足場の組み立てにかかる費用を抑えられて、短期間の施工で広範囲の塗装を済ませられるのが一度に依頼するメリットだと考えてください。
住宅に外観に統一感を出せるのも屋根塗装と外壁塗装をセットで行うメリットで、色合いのバランスを考えた施工を行ってもらえます。
屋根と外壁でツヤの出し方に違いがありすぎて、屋根は暗くて外壁だけが輝いて見えるといった問題を防げて、仕上がりの良さにも満足できるはずです。





























屋根塗装をするとき耐久性を最重視したい理由とは



屋根を守るためにする屋根リフォームの代表格が屋根塗装です。
塗り替えをすれば塗膜が復活し、さまざまなダメージから屋根を保護できるようになります。
塗膜効果は年々弱体化していくので、頃合いを見て塗り替えをする必要があります。
このとき最重視したいのは安さよりも耐久性です。
徹底して屋根塗装のコストダウンをしても、すぐに塗膜が剥がれてしまうようでは施工頻度は増えてしまうでしょう。
すると結果としてコスト増となるため、コストよりも耐用年数を重視したほうが結果的に安くなることが多いです。
屋根塗装の塗膜は耐久性が高いほど、さまざまな恩恵を得ることができます。
高品質の塗料は値段が高いですが、施工頻度を減らせれば低価格塗料よりもコスパがよくなることが多いです。
屋根塗装の工事をするときに避けては通れないのが足場の設置です。
もちろん足場設置も費用の一部であり、全体の費用の2割くらいを占めています。
工事費用が1.5倍になっても、耐用年数が2倍になるのならコスパはよいと判断できます。








屋根塗装で実現する断熱性アップの効果とは



屋根塗装の主な目的は家屋上部の外観を良くすることです。
ただし、ほかにも重要な役割があり。
それらが重視される程度は時代によって変わっています。
近年特に求められているのは断熱性の向上です。
年々夏の気温は上昇しており。
それに伴ってエアコンを使用する割合も高くなりました。
電気代が急激に上がり、家計が苦しいという家も多いでしょう。
持続可能な社会を構成するうえでも好ましい現象とはいえません。
この問題を解決するアプローチとして、屋根塗装が重視されるようになりました。
屋根の断熱性を高めることで、日光による熱の移動が室内に及ぶことを避けられます。
もちろん完全に遮断できるわけではありませんが、それでも室温が上がることを抑制できるでしょう。
その結果エアコンを使用する頻度も下がり。
光熱費も節約できるというわけです。
ひいては持続可能な社会を形成するにあたり、その助力の一端を担うことにもなります。
このような社会的な貢献についても把握しておきましょう。








屋根塗装は劣化要因の汚れを綺麗に落として再塗装する



屋根塗装の際には下地作りの前に洗浄が行われますが、劣化要因となる汚れを落とすのが目的で大事ではないでしょうか。
塗料を塗るときに汚れがあると、塗料が弾かれて密着しないです。
密着しないと屋根塗装が浮いてしまい、本来の性能を発揮することができなくなります。
洗浄には時間と日数を要しますが、乾燥に時間をかけるためだけでなく、塗料を弾く粉塵などを取り除くのが主な目的です。
屋根塗装は徹底洗浄をしてからが本番で、綺麗に仕上げるために重要な工程だといえます。
屋根塗装を丁寧に行う業者かどうかは、本番前の工程を確認することでわかります。
それほどに重要だといえるので、簡単に短時間で済ませてしまわない、信頼できる業者を選ぶことが大切です。
高圧で綺麗にする洗浄方法は、洗剤を使わないので洗い流しが不要で、水の節約と工期の短縮が実現します。
高い水圧による洗浄は思いの外強力ですから、ピカピカになった屋根に下地作りが行われ、本番工程で綺麗に仕上げられるのではないでしょうか。








屋根塗装のトラブル事例を知っておけば失敗を防げる



屋根を守るための基本的なリフォームが屋根塗装です。
住み続ける以上はいずれ必須になるので、少しずつ工事費を貯めておきましょう。
一般的な工事サイクルは10年とされていますが、塗料の種類によって変動します。
また立地・周辺環境なども影響するので、場合によっては7～8年で塗装が必要になることもあります。
屋根塗装は外壁塗装と並んで必須となるリフォームですが、工事におけるトラブルが発生しやすいのが特徴です。
まだ塗り替え時期ではないのに塗装会社から勧められた、相場より随分と高い金額を請求された、料金に見合わない手抜き工事をされた、などはよくある事例です。
こうしたトラブルを防ぐためには、怪しい塗装会社を利用しないことが大切になります。
特に訪問営業をしてくる会社は避けるようにしましょう。
塗装会社とのミスマッチを防ぐには、自分主導で探していくのが基本です。
訪問営業をされた場合だと、相手から一方的に勧誘されるのでミスマッチが生じやすくなります。









汚れが目立ちにくい塗料のカラーにこだわる屋根塗装



屋根塗装をする前に塗料のカラーにこだわることができるため、プロに相談しながら建物に合う最適な色を選択する事が大切です。
トタン屋根に多く見られるホワイトの塗料は、熱を吸収しにくいメリットがあり、夏の暑さ対策に適しています。
しかし、ホワイト系のカラーは汚れが目立ちやすいため、美しい外観を維持したいときにはあまり適していません。
黄砂やほこりなど、汚れが目立つカラーは定期的に掃除やメンテナンスを行う必要があるため、管理の難しさに注意です。
失敗しない塗料の色の依頼を選択するために、色それぞれの良さや周辺住宅の屋根の色を確認しましょう。
屋根塗装専門の企業に相談をすると数十種類ある見本の中から選ぶ事ができ、管理のしやすさも含めてプロのアドバイスがあります。
例えば、ブラウンは昔から住宅屋根の色として親しまれており、汚れにくく周りの建物の外観と調和します。
黒よりも熱を吸収しにくいため、夏の暑さを心配する方も安心して過ごすことができます。
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							筆者：豊島末治

							筆者プロフィール

							北海道夕張市生まれ。
あまり知られていない屋根塗装について色々調べてまとめました。
函館 屋根塗装
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					屋根塗装に関する情報サイト

					屋根塗装の相場費用など

				

				
					屋根塗装は塗装業者によってサービスが異なります。助成金をアドバイスしてもらえたり、オリジナルカラーや耐久性の良い塗料など特殊な塗料を提供してくれたりさまざまです。根本的に費用が異なるため相場を知るためには競合をかけることが重要です。材料費や人件費に加えて管理費や出張費用など細かい明細で差が出てしまいます。また、昔ながらの職人技での塗装技術を提供してもらえるので、こだわる顧客にも最適な業者もいるのです。
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